
　

認
可
外
保
育
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童

の
保
育
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

・
市
内
に
住
民
登
録
し
、
在
住
す
る
人

・
認
可
保
育
施
設
の
入
所
要
件
を
満
た
し
申

し
込
ん
だ
が
、
入
所
で
き
ず
待
機
し
て
い

る
こ
と（
保
留
通
知
を
持
っ
て
い
る
人
で
、

両
親
と
も
就
労
中
な
ど
で
あ
る
こ
と
。
求

職
中
の
人
は
対
象
外
）

・
月
単
位
契
約
で
、
児
童
が
認
可
外
保
育
施

設
に
月
64
時
間
以
上
か
つ
13
日
以
上
通
っ

て
い
る
こ
と（
一
時
預
か
り
や
延
長
保
育
、

月
途
中
の
入
所
・
退
所
は
除
く
）

▼
対
象
に
な
ら
な
い
人

・
保
護
者
の
個
人
的
理
由
で
認
可
保
育
施
設

に
入
所
し
な
か
っ
た
人（
入
所
辞
退
な
ど
）

・
入
所
希
望
の
保
育
施
設
が
少
な
い
人

   （
特
別
な
理
由
を
除
き
、
第
６
希
望
未
満
）

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
人

▼
対
象
施
設

　

保
育
所
業
務
を
目
的
と
す
る
施
設
で
、
県

ま
た
は
熊
本
市
へ
届
け
出
を
し
た
認
可
外

保
育
施
設（
市
外
の
施
設
も
対
象
）

※
企
業
主
導
型
保
育
事
業
所
お
よ
び
事
業
所

内
保
育
施
設
や
英
会
話
な
ど
を
主
目
的
と

す
る
施
設
は
対
象
外
で
す
。

▼
補
助
対
象
経
費　

・
０
～
２
歳
児
の
児
童
の
場
合　

保
護
者
が
負

待
機
児
童
支
援
助
成
事
業
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援
課　
保
育
班　
☎（
２
４
８
）１
１
６
２

認
可
外
保
育
施
設
を
利
用
し
て
い
る
人
へ

担
し
た
保
育
料
月
額
と
昼
食
代
の
合
計
額

・
３
～
５
歳
児
の
児
童
の
場
合　

保
護
者
が

負
担
し
た
保
育
料
月
額

※
年
齢
は
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
の
満
年

齢
で
す
。

※
保
育
料
月
額
に
延
長
料
金
は
含
み
ま
せ
ん
。

▼
補
助
額　
補
助
対
象
経
費
か
ら
、
認
可
保

育
施
設
に
入
所
し
た
場
合
の
保
育
料
月
額

相
当
額
を
差
し
引
い
た
額（
上
限
は
月
額

２
万
円
）

▼
申
込
方
法　
申
請
書
類
一
式
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い（
郵
送
可
）

※
申
請
書
類
一
式
は
申
込
場
所
に
用
意
し
て

い
ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限

・
４
月
～
７
月
通
園
分
…
８
月
20
日
㈮

・
８
月
～
11
月
通
園
分
…
12
月
20
日
㈪

・
12
月
～
令
和
４
年
３
月
通
園
分

　

…
令
和
４
年
４
月
20
日
㈬

▼
申
込
場
所　
子
育
て
支
援
課
、
西
合
志
総

合
窓
口（
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
）、
泉
ヶ

丘
支
所
、
須
屋
支
所

▼
申
し
込
み
先　

　

〒
８
６
１-

１
１
９
５　

竹
迫
２
１
４
０

合
志
市
役
所　

子
育
て
支
援
課　

保
育
班

　

平
素
は
、
自
治
会（
区
）の
運
営
に
対
し

て
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

深
く
感
謝
し
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
市
区
長
連
絡
協
議
会

の
会
長
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
へ

の
対
応
に
よ
り
、
仕
事
や
日
常
生
活
を
は
じ

め
、
自
治
会（
区
）の
行
事
に
お
い
て
も
昨
年

度
か
ら
延
期
や
中
止
が
続
い
て
お
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
も
支
障
が
出
て
い
ま
す
。

　

政
府
に
よ
る
一
部
地
域
に
対
す
る
緊
急
事

態
宣
言
や
県
の
リ
ス
ク
レ
ベ
ル
の
変
化
な

ど
、
引
き
続
き
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
も
５
月
か
ら
本

格
化
し
て
い
る
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
本
年
度
の
自
治
会（
区
）行
事
を
計
画
ど

お
り
に
実
施
で
き
る
の
か
不
安
ば
か
り
が
募

り
ま
す
。　

今
後
も
国
が
示
す〝
新
し
い
生
活

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
市
行

政
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
り
わ
け
自
治

会
長（
区
長
）の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
ご
ろ
か
ら
自
治
会
運
営
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
本
年
で
合
併
15
年
を
迎
え
る
中
で
、

新
た
な
自
治
体
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

に
向
き
合
い
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
現
在

市
に
は
84
の
自
治
会（
区
）が
組
織
さ
れ
て
お

り
、
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会（
区
）は
地
域
生
活
を
し
て
い
く
中

で
の
大
切
な
つ
な
が
り
で
す
。
熊
本
地
震
の

よ
う
な
大
規
模
災
害
時
に
は
、
家
屋
の
倒
壊

で
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
の
多
く
が
家
族
・
近

隣
の
人
に
救
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空

き
巣
犯
の
約
６
割
が「
声
を
掛
け
ら
れ
た
の

で
犯
行
を
あ
き
ら
め
た
」と
の
デ
ー
タ
も
あ

り
、
近
所
付
き
合
い
が
あ
れ
ば
犯
罪
を
未
然

市
区
長
連
絡
協
議
会
長
あ
い
さ
つ

自
治
会（
区
）加
入
の
お
願
い

●
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課　
総
務
・
男
女
共
同
参
画
班　
☎（
２
４
８
）１
１
１
２

●
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課　
総
務
・
男
女
共
同
参
画
班　
☎（
２
４
８
）１
１
１
２

様
式
〟な
ど
感
染
防
止
対
策
を
区
の
運
営
に

も
取
り
入
れ
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
早
期
収
束
を
願
い
な
が
ら
、
市
民
と

行
政
の
連
絡
調
整
役
と
し
て
本
協
議
会
役
員

の
皆
さ
ん
と
共
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
区
長
連
絡
協
議
会
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
３
年
度　
市
区
長
連
絡
協
議
会
役
員

会　

長　

松
﨑 
和
寛（
す
ず
か
け
台
）

副
会
長　

坂
口 

和
也（
大
池
）

　

〃　
　

合
志 

良
一（
上
庄
）

　

〃　
　

村
上 

香
織（
み
ず
き
台
）

理　

事　

松
永 

文
雄（
新
古
閑
）

　

〃　
　

東
出 

正
敏(

永
江
団
地
）

　

〃　
　

長
野 

博
巳（
辻
久
保
）

　

〃　
　

松
永 

公
明（
須
屋
）

　

〃　
　

園
田 

征
士（
御
代
志
）

監　

事　

高
來 

正
人（
黒
石
原
）

　

〃　
　

西
野 

良
昭（
南
須
屋
）

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昨
今
、
地
震
や
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が

多
発
し
て
お
り
、
災
害
時
の
避
難
は
も
と
よ

り
、
災
害
後
の
生
活
や
復
旧
作
業
な
ど
、
地

域
活
動
が
よ
り
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
集
団
で
の
活
動
が
で
き
に

く
い
、
こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
地
域

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
東
洋
経
済
新
報
社
が
毎
年
公
表

し
て
い
る『
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２

１
』で
九
州
で
は
第
２
位
を
獲
得
し
て
い
ま

す
。
誰
も
が「
住
み
た
い
」「
住
み
続
け
た
い
」

と
い
う
思
い
を
抱
き
、
安
心
し
て
健
康
で
幸

福
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る〝
健
康

幸
福
都
市
こ
う
し
〟の
実
現
を
こ
れ
か
ら
も

目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
市
と
し
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

代
表
で
あ
る
自
治
会
長（
区
長
）さ
ん
を
は
じ

め
区
長
連
絡
協
議
会
と
連
携
し
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

多
く
の
皆
さ
ん
に
自
治
会
活
動
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
自
治
会（
区
）の
加
入
方
法
に
つ
い
て
は
、

総
務
課　

総
務
・
男
女
共
同
参
画
班
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

松﨑　和寛
(すずかけ台)

　

明
る
い
選
挙
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
や
習
字

の
制
作
を
通
し
て
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生

に
政
治
や
選
挙
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、

作
品
を
明
る
い
選
挙
の
呼
び
か
け
に
活
用
す

る
た
め
に
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
の
部

▼
対
象　
小
・
中
学
生
、
高
校
生

▼
テ
ー
マ　
明
る
い
選
挙

▼
用
紙
サ
イ
ズ
な
ど

・
画
用
紙
の
四
ツ
切（
５
４
２
㎜
×
３
８
２
㎜
）

・
八
ツ
切(

３
８
２
㎜
×
２
７
１
㎜)

・
描
画
材
料
は
自
由（
紙
や
布
な
ど
絵
の
具

材
料
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
）

※
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
を

記
入

習
字
の
部

▼
対
象　

　

小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

▼
テ
ー
マ

　

小
３　
『
大
切
』　

小
４　
『
主
役
』　

　

小
５　
『
公
約
』　

小
６　
『
一
票
の
力
』

　

中
１　
『
投
票
参
加
』　

　

中
２　
『
明
る
い
選
挙
』

　

中
３　
『
十
八
歳
選
挙
』

▼
用
紙　
和
半
紙（
33
㎝
×
24
㎝
）

※
和
半
紙
左
に
学
校
名
、学
年
、氏
名
を
記
入

明
る
い
選
挙
啓
発
作
品
募
集
中

●
問
い
合
わ
せ
先　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　
☎（
２
４
８
）１
１
１
２

夏
休
み
に
挑
戦
し
て
み
よ
う

▼
応
募
方
法

　
　

市
役
所
２
階
総
務
課
内
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
市
内
の
小
・
中
学
生
は
学
校
を
通
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切　
９
月
３
日
㈮

▼
審
査
・
表
彰

　
　

１
次
審
査（
市
）、
２
次
審
査（
県
）を
行

な
い
、
12
月
頃
に
審
査
結
果
発
表
、
令
和

４
年
１
月
頃
に
表
彰
を
行
な
う
予
定
で
す
。

▼
注
意
事
項

　
　

入
賞
作
品
の
版
権
は
、
財
団
法
人
明
る

い
選
挙
推
進
協
会
、
県
ま
た
は
市
の
選
挙

管
理
委
員
会
に
属
し
、
自
由
に
利
用
さ
れ

ま
す
。
作
品
の
表
示
の
際
は
、
作
者
の
氏

名
・
学
校
名
・
学
年
な
ど
が
表
示
さ
れ
ま

す
。

令和２年度特別賞受賞作品
荒尾第一小学校3年（当時）
橋本　美伽さんの作品

合志市長
荒木　義行
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